
 

 

 

 

 

 ◆地震の時に負傷しないための工夫をしていますか？ 

 地震の時、家の中の家具の転倒、棚からによる物の落下やガラスの破損により大半の人が死傷してい

ます。 

どんなに建物を丈夫にしても、怪我をしたり、避難口になるところをふさがれては何にもなりません。

少しの時間と工夫で防ぐことが出来るのです。まずは、家の中の家具をしっかり固定したり、ガラスの

飛散防止策をし、自分自身と家族を守りましょう。家具類の無い部屋を確保することも有効とされてい

ます。 

 ◆家の中のチェックしてみましょう。 

＜家具類の固定＞                           ※出典 (家庭内対策（自助）チェックリスト 

□ 自宅にある家具・大型家電等（たんす、書棚、食器棚、鏡台、ピアノ、冷蔵庫など。以下「家具類」とい

う）を壁などに固定しているか。 

□ 壁などに固定できない家具類の場合、天井との突っ張り棒を正しく施しているか。 

□ 固定や突っ張り棒ができない家具類の場合、床との間に転倒防止板を敷いてあるか。 

□ 居間や寝室に家具類を置かないようにしているか。 

□ 家具類は元々建物に固定されている、または、収納型になっているか。 

□ 家具類はできる限り低い高さのものを配置しているか。 

□ 家電（テレビ、電子レンジ、パソコンなど）の転倒、落下防止をしているか。 

または、防振マットを敷いているか 

 

＜落下・飛散防止対策等＞ 

□ 窓ガラスや鏡の飛散防止対策をしているか 

□  電灯（シャンデリア）や時計、神棚など、天井や部屋の高いところから物が落下しないようにしているか 

□ 食器棚から皿やグラスが飛び出してこないようにしているか 

□  包丁やカセットコンロのガスボンベなどの管理はしっかりしているか 
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